
いきなりプリンセス！

makizozz



序章

　わたしが彼女と初めて会ったのは、小学校３年生のとき。

　夜、寝る前のハミガキを洗面所でしていたら、彼女は突然、鏡の中に現れました。

　ううん、正確にいえば、鏡に映っているわたしの顔が突然、彼女になった······という方が正

しいです。

　ハブラシを口に入れていたこともあり、悲鳴は出なかったけど、ビックリして10センチは浮い
たと思います。

　ただ、とっても驚いただけど、怖くはありませんでした。

　多分それは、彼女がとてもキレイな女性で、ウエディングドレスような素敵なドレス姿だった

からかもしれません。

　シンデレラみたい······とそのときは思ったけど、ドレスの色は黄色だったから、例えとして

は「美女と野獣」のベルが正しいかも。

　全身が見えていたわけではないけど、きっとドレスも、ふわっとしてかわいらしいドレスなん

だろうな、と容易に想像できました。

　頭には銀色のティアラが輝いていて、耳には品の良いイヤリングが小さく光っていました。瞳

は薄い青色。鼻はちょっと低かったけど、バランスが良く愛らしい。あと、私がとっても欲しか

ったアヒル口がうらやましかったです。

　ふと、彼女の口がゆっくりと動くと、声が聞こえてきました。

　鏡から声が出るんじゃなくて、音が頭に送られて鼓膜に伝わる感じ。

　トンネルの中の反響音みたいな感じで、彼女の声が聞こえました。

「ハミガキしてるときに、ごめんなさいね」

　彼女は言うと、ニコリと微笑んでくれました。

　わたしは急に恥ずかしくなって、手で水をすくい、急いで口をゆすぎました。

　勢いで顔も洗っちゃいました。パジャマ姿だったから着替えたかったけど、これはもう仕方

ない、と諦めながらタオルで顔を拭いて、ゆっくりと鏡を見直しました。

　鏡の中に、やはり彼女はいました。そして彼女は、落ち着いた丁寧な口調で言いました。

「でも、これはいったいどうしたことでしょうね？　鏡に何も映らなくなったと思ったら、突然

あなたのいるところと繋がってしまいましたわ」

　落ち着いた口調と物静かな雰囲気だったけど、彼女なりに動揺して、困惑しているようでした

。わたしはちょっとだけ勇気を出して、話しかけてみました。

「あの。もしかして、お姫様ですか？」

　わたしの問いに、彼女優しく微笑んで「ええ、みんなは私をそう呼んでるわね。堅苦しくて、

あんまり好きじゃなんですけど」と彼女は小さいため息をついて応えてくれました。

　どうして彼女と鏡で繋がったのかは分からなかったけど、その日を境に、夜9時になると必ず、
彼女の部屋の鏡とわたしの家の鏡が、まるでテレビ電話のように繋がるようになりました。

　ちなみに、我が家の鏡はすべて、彼女の部屋の鏡と繋がっていました。確認はしなかったけど



、もしかしたら、彼女のお城の鏡も全部、我が家と繋がっていたのかもしれません。

　ウチの場合、例えばお風呂場の鏡やママのドレッサーの鏡も、彼女の部屋と繋がっていました

。でも不思議と、パパもママも、4歳年下の弟も、彼女の存在に全く気づきませんでした。もしか
したら、彼女のことが見えなかったのかもしれません。

　小さな手鏡でも彼女の部屋と繋がったから、わたしはママが使っていないコンパクトをこっそ

り拝借して、自分の部屋で夜な夜な彼女とのお喋りを楽しみました。

　彼女はいろいろな話をしてくれました。

　彼女はティア国の王女で、歳は15歳（歳より大人っぽく見えます）。7歳年上のお兄さんがいる
こと（つまり、王子様）。最近太り気味のお父さん（王様）は、とても優しいこと。お母さん（

王妃）はとても活発な方で、趣味の乗馬でいつも遠乗りしていること。あと、お姫様のしつけ

係（じいやさん）の小言がちょっぴり多いこと。

　城下町は小さいけれど、とても活気があること。

　穏やかな気候と土地が豊かなおかげで、果物や野菜がとても美味しく育つこと。そして、いち

ばんわたしの乙女心を鷲づかみにしたのは、毎夜開かれる舞踏会こと。

　遠方に住む王族や貴族が海を越え、山を越えて集まり、見たことも聞いたこともない音楽やお

芝居を演じ、味わったことのない果物や飲み物やスイーツが振る舞われ、女性はみな美しく着

飾り、男性はみな凛々しく優しく女性をエスコートして、贅の限りを尽くし、華やかに催される

んだとか。

「でもね、私はこの舞踏会がちょっと苦手なの。お父様は酔っぱらって恥ずかしいし、女の人た

ちはいやらしい目でお兄様を見るし、お母様はお隣の国の王子様にお説教するし······」

　彼女はそんな舞踏会の毒気に当てられ、毎夜、逃げるように鏡の前に来ているのだという。

　わたしはそんなお姫様の恥ずかしがり方がなんとなく分かるような気がして（わたしも、夜、

酔っぱらって帰ってくるパパが苦手だったので）、ちょっとだけ親近感を覚えました。

　お姫様の部屋の鏡と繋がってから６日目。彼女は突然、わたしに告げました。

「実はね、もうすぐ私、知らない国の見たこともない王子様と結婚するの。明日、このお城から

出て行くのよ」

「えええ、知らない人と結婚するの？　どうして？」

「私の住んでいる国はとても小さいの。だから大きな国の王子様と結婚して、この国が攻められ

ないように守ってもらうのよ」

　彼女はいつものように微笑んで、丁寧に教えてくれた。きっと政略結婚だったんだろう。でも

、そのときのわたしにはよく理解できなかった。だから、こんな質問をした。

「お姫様は好きな人いないの？」

　そんなわたしの問いにちょっと驚いた顔をして、彼女ははっきりと言いました。

「いるに決まってるじゃない」

　わたしは彼女の応えを聞いて、そうなんだ〜、と寂しい思いになった。

　彼女は言う。

「でも、いちばん寂しいのは、このお城の人たちとお別れすることね。とくにテンプルナイトの

みんなは優しいの。騎士団長のエイプリルなんてこ〜〜〜んなに大きいのに、こ〜〜〜んなに小



みんなは優しいの。騎士団長のエイプリルなんてこ〜〜〜んなに大きいのに、こ〜〜〜んなに小

さい虫にも触れないのよ。ジャンは、じいやに内緒で剣術を私に教えてくれたわ。ジャンの剣さ

ばきはすごいのよ。剣術の試合で負けたところを見たことがないわ。侍女のアルファルファがテ

ンプルナイトに志願したときは本当にビックリしたけど、でもね、彼女の弓矢の腕はすごいのよ

。そうそう、天文学者のセーメイさんのお子さんは小さな魔法使いなの。お勉強がとてもできる

のよ。お姉さんのクリスチーノは今７歳。弟のコリーノは5歳。とっても難しい呪文数式を説いて
、無から有を作り出せるの。小さい神様みたい」

　彼女は一呼吸置いて言う。

「国のみんなや、お父様やお母様やお兄様や、お城のみんなが息災であれば、私は幸せ。ねえ、

知ってる？　幸せは、自分の意志で作れるのよ」

　彼女は私を見る。

「あなたも、幸せになってね。お父様やお母様に愛されて育てられているんですから、幸せにな

らなくてはダメよ···········あら、いけない」と彼女は突然、当惑する。

「私、あなたのお名前を聞いていなかったわね」

　気づけば、私たちは６日間、「お姫様」と「あなた」で会話していました。

「あなたのお名前はなんて言うの？」

　手鏡の中のお姫様の問いに、わたしは小さな声で応えた。

「······ありす······です」

　途端、まあ、と彼女は驚いた。なんということでしょう、と大きな瞳を丸くしている。

「なんということでしょう。私の名前もアリスというのです。アリス・フォン・ティアーズ

・フォー・フィアーズが私の名前よ」

　彼女は言う。

「なにか、運命を感じますね。同じ名前の女の子と、こうして毎夜、鏡越しにお会いしたのは」

　彼女はいつものようにニコリと微笑んだ。とても可愛らしい笑顔だった。

　でも、毎夜見ていた彼女の笑顔は、ちょっぴり寂しそうだな、とも思っていた。

　きっと、お嫁に行きたくないんだろうな。だって好きな人がいるって言ってたもんなと、わた

しなりにいろいろ考えたりもしました。

「じゃあ、ありす。おやすみなさい。良い夢が見られますように」

　彼女はいつものように優しい微笑みでわたしに語りかけると、鏡の前からいなくなった。わた

しも静かにコンパクトを閉じた。

　そしてその日を最後に、鏡は彼女を映さなくなった。

　お嫁に行ってしまったから、映らなくなってしまったのかな？

　お嫁に行ったお城に、鏡は持っていかなかったのかな？

　いろいろ考えたけれど、疑問と対する正しい答えがあるわけもなく、やがて月日は流れ、今

となっては机の上に置いてあるコンパクトが、わたしとお姫様の唯一の思い出の品になりました

。

　今も時々、机に飾ってある古いコンパクトを開いて、お姫様の面影を探しています。

 



　お姫様、元気ですか？

　幸せに暮らしていますか？

 
　わたしは最近、ちょっぴり自信がありません。


